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36ng・包乾操重量）ー lで培地の濃度は0.3nM、総量は 1Literあたり 65ng、また培養開始後22待問
の菌体は、 llng・ (g乾燥重量y1で培地の譲更は lLiterあたり 394ngであった。 HPLCより精製さ
れたIAA頭分を分叡し、試料のトリメチルシワル（TMS）誘導体について分析を行なったo TMS 
誘導体のマススベクトログラムについて、保持時開及びイオン強度比が一致し、アカバンカビの抽
出物で、 HPLC及びMS分析により、 IAAが同定された。
本研究により、アカバンカどの分生子発芽過程において、内生の才一キシンは、発芽宮の突出、
若い菌糸の停長、分生子の核数増加及び培地中の活性物質譲度の増加等、諸現象を制御している可
能性が示唆された。少なくとも、吸水から発芽管の突出までと、その後の発芽管及び菌糸の伸長の
2つの段階は、異なる作用に基づき制御されている可能性がある。始めの段階は、オーキシン及び
ジベレリンにより、細胞壁のマトリックスである β－1,3及び1,6グルカンのゆるみ、活性物質の合
或及び培地への放出、核分裂周期が謂節されている可詑性がある。一方、発芽菅の突出以後の段階
においては、纏抱聖の合或と分解に関する酵素等を含む先端小鹿群の茜糸基部から先端への移動及
び細胞壁のゆるみと合成が、 IAA及びGA3により調節されていることが考えられるc このような制
御機構におけるIAAとGA3の相互作用は、相加的でありそれぞれ異なる作用点、受容物質がある
と考えられるc これらのことを、糸状蓄のGibberellafujikuroi、Peniciliumnotatumにおいても調
べたところ、やはり分生子の発芽過程に、 IAA及びGA3が関与していることが明らかになった。
このことにより、 IAAとGA3＇土、糸状子嚢曹の発芽過程の調節機構において重要な役割を果たして
いると考える。
